
務総~~1緩怒哀さj祭滋~&J.!. 市政だより総議終滋~t~滋燦護事V

8月中旬号 No.623 

説

特

一
情

書

号

一

則
一
事

併
一
政

和

一

昭

一一
財

(1) 

明

発行所/大村市役所 編集人/総務課長土井音之助
郵便番号 856 印刷所/大村活版所

"""川川|川111111111111111111111川1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111mll 11川11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111日1111111111111111111111111111111111111111111111日

男リ

満面鋭機ぺ

〔まえがき〕

財政事情説明書の公表は毎年上半期と下半期に分け

て行っていますが、今回は昭和45年度当初予算の概要

と昭和44年度下半期の財政情況についてお知らせしま

す。

昭和45年度における財政の運営は基本的には総合予

算主義の原則を堅持すると共に、健全財政の維持確立

をはかり、経常費の節減と合理化に努め、限られた財

源を適正かっ効率的に運営する所存で、あります。そこ

で予算計上にあたっては道路舗装、排水施設等の整備

又企業誘致をさらにおしす」めるとともに、住宅の建

設教育環境の整備充実など市民の生活環境の整備に重

点をおいて計上しました。

大村 市告示第65号

地方自治法第 243条の 3第1項並びに大村市財政事

情説明書の作成及び公表に関する条例第2条の定める

ところにより、大村市の財政事情をつぎのとおり公表

します。

昭和45年 6月1日

大村市長松本寅一

昭和 45年度一般会計当初予算

歳 入 科目 l 予算額 |宇野 11 歳出科 目 |予算額 |幣 |

ーJ

1.市 税 420，305 20.7 1.議 メz主z 費 33.824 

2.自動車取得税交付金 14，250 0.7 2.総 務 費 312.663 15.4 

3. 固助成有提交供付施金設等所在市 6，053 0.3 3.民 生 費 508，071 25.0 

4.地方交付税 451，000 22.2 4.衛 生 費 112.047 5.5 

5.交金通安全対策特別交付 1.620 0.1 5.労 働 費 61，354 3.0 

6.分担金及び負担金 7，825 0.4 6.農林水 産業費 128，369 6.3 

7.使用料及び手数料 47.937 2.3 7.商 工 費 62，5e8 3.1 

8.国庫支 出 金 487，109 23.9 8.土 木 費 324，391 15.9 

9.県 支 出 金 34，625 1.7 9.消 防 費 56，140 2.7 

10.財 産 収 入 5，943 0.3 10.教 =月"" 費 296.240 14.6 

11.寄 附 金 76 11.災害復 |日 費 7，939 0.4 

12.繰 入 金 1 一 12.公 債 費 127.735 6.3 

13.繰 越 金 1 一 13.諸 支 出 金 1 一

14.諸 収 ー入 471.397 23.2 14.予 備 費 2，600 0.1 

15.市 債 85，800 4.2 

歳 入 4ロ~ 計 2.033，942 100.0 I 歳 出 dEh コ 計 2，033，942 100.0 
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昭和33年 4月22日第三種郵便物認可 毎月 3回 1日・10日・20日発行定価1部 5円



(2) 市政だよ り お お む ら 昭和33年4月22日第三種郵便物認可 昭和45年 8月10日

昭和45年度一般会計予算歳出の部を性質別に分析しますと下の表のようになります。

維持補修費

66.560 (3.3%) 

e 、

災害復旧事業

失業対策事業

貸 付 金lol‘250(7;9%)
出資金及び繰出金 53，218(2.6%)
その他 3，286(0.1%) 

). 

昭 和 45年 度特別会計 当初予 算 ぐ単位千円)

メ~ 計 別 昭和45年度予 算 昭和44年度予 算 増 減 (ム)

国民健康保険事 業費 3 6 8. 8 2 6 2 9 6， 6 4 7 7 2， 1 7 9 

と 畜 場 事 業 費 695 L 0 9 9 〆ム 404

住 宅団地造成事業 費 1 3， 7 2 3 3 7， 5 0 1 ム 23， 7 7 8 

.g. 計 3 8 3， 2 4 4 3 3 5， 2 4 7 4 7， 9 9 7 

昭和44年度特別会計予算と執行状況 (昭和45.3.31現在単位千円) 、
i
.
u
r
 

会 計 別 | 予 算 額 |収入済額 [収入割合i支出済額|支出割合|差 引
[当初 l補正 |現計 l (A)| (%)| (B)| (財)lM)ー (8)

と 畜場 事業 費 L 09，9 1 86 ! 1.185 1 951 1 80.3 1 776 l' 65.5 i 175 

住宅団地造成事業費 37，501 ム ~.~~~ I ft~~ '~~~ I ft~~'~~~ I 1~~.~ I ft~~'~~~ I . ~~.~ I 905 
合 計 肌問 、 7.4411 342，688 肌 7371 86.0I 286，652 I 83.6 i. 8，085 

時借入金しらべ (至自 昭昭和和 4445.130. 311 ) 

借 入年且日 借 入 先 借入金額 | 来日 率 償還年 月日

45. 1. 20 企業会計(ボート) 戸可 日歩 7厘 45. 3. 31 

45. 2. 19 ノY 20，00 1/ 45. 3. 31 

45. 2. 24 H 20，00 1/ 45. 3. 31 
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昭和45年 8月10日 昭和33年 4月22日第三種郵便物認可 市政だよりおおむら (3) 

昭和44年度一般会計予算と執行状況 (昭和45.3.31現在 単位千円)

歳 入 科 目 l 当 予初 |補 算正 | 現額計 I予成比算(ガ構~I 収入済額 |l収入(%割) 合
1. 市 税 378，322 399，338 

2. 自動車取 得 税 交 付 金 10，350 3，400 13，750 0.7 I 9，142 I 66.5 

3. 国有提供施設等所在市助成交付金 4，484 1， 569 6，053 0.3 I 6，053 I 100.0 

4.地 方 τノ人モご‘ 付 税 3o7，378 94，762 462，140 23.8 I 464，796 I 100.6 

5. 交 通 安 全対策特別交付金 1，692 330 2，022 0.1 I 2，022 100.0 

6. 分担金及 び 負 担金 6，726 4，623 11，349 0.6 I 10，575 I 93.2 

7. 使用料 及 び手数料 43，399 471 43，870 2，3! 41， 647 94.9 

8.園 庫 支 出 ~ 419，401 32.030 451，431 23.3 I 418，851 i 92.8 

9.県 支 出 金 35，354 33，499 68，853 3.6 I 40，464 58:8 

10.財 産 収 入 4，322 5，148 9，470 0.5 I 8，832 I 93.3 

11.寄 附 金 2，182 1，837 ι019 0.2 I 3，517 87.5 

12.繰 入 金 1 1 一一 一
13. 繰 越 金 1 12，294 12，295 0.6.1 14.654 111.9 

14. 諸 収 入 267，898 106，288 374，186 19.3 1 340，005. 90.9 

15. 市 債 60，701 19，199 79，900 4.1 I 6，400 1 8.2 

歳 入 iロ~ 計 1.602，211 336，466 1. 938， 677 

歳 出 科 目 i 当予初 | 補算正 | 現額計 I~問支白済額 l支甥合
1. 議 メ~ 費 28，347 4，439 32，786 32，339 98.6 

2. 総 務 費 274，887 105，129 380，016 19.6 93.0 

3. 民 生 費 436，326 52，882 489，208 25.2 481， 324 98.4 

4.衛 生 費 53，608 7，822 61，430 3.2 55，787 90.8 

5.労 働 費 48，629 8，990 57，619 3.0 55，054 95.5 

6.農 林 水 産 業 費 96，214 23，785 119，999 6.2 100，410 83.7 

7. 商 工 費 48，425 4，858 53，283 52，207 98.0 

8.土 木 費 2(12，3057 9〉
221， 7 98，484 8(220，，13591 9〉 16.5 2(425，，430508 ) (99.6〉6 

76. 

9. 消 防 費 41， 046 8，635 49，681 2.6 45，520 91.6 

10.教 育 費 220，098 4，237 224，335 11.6 192，229 85.7 

11. 災 害 復 !日 費 9，602 16，233 25，835 1.3 22，502 87.1 

12. 公 債 費 121，513 ム 1，400 120，113 6.2 119.903 99.8 

13.諸 支 出 金 1 275 276 一 一
14. 予 備 費 1，808 2，097 3，905 0.2 一

歳 出 ぷロ』 計 1，6〈022，，325119〉 336，466 || 1，9(328，， 365797 ) 100.0 1，7(542，， 36556 9〉 〈9990.6.〉6 



(4) 市政だより おお む り
昭和33年 4月22日第三種郵便物認可 昭和45年8月10日

市 債 の 状 況 昭和45.3.31現在イ[人世帯口 1545..09762 2 

目 的 J3U 昭和44年度末現在高
市 民 負 担 額

一 人 当 り 一世 帯当 り
円

1.普 通 債 665，802 47，314 

庁 4仁コ"， 97.635 1.745 6，938 

土 木 132，180 2，362 9，393 

農 林 水 産 10，755 192 764 

教 育 239，038 4，271 16，987 

ノωι¥a、 営 住 宅 95，852 1. 713 6，812 

民 生 2，2.64 40 161 

保 健 衛 生 53，892 963 3，830 

消 防 庁 dに三ヨ= 11.120 199 790 

改 良 住 宅 23，066 412 1.639 

2. 災 呈Eコ宝 復 |日 債 87，715 1. 567 6，233 

土 木 62，735 1，121 4，458 

農 林 水 産 17，014 304 1，209 

文 教 施 設 7，966 142 566 

3:そ の 他 182，438 3，260 12，964 

転 貸 債 484 9 34 

退 職 手 当 債 4，162 75 296 

ノo 有 林 19，600 350 1，393 

併 存 住 宅 ]86 3 13 

消 防 7，113 127 505 

市 民税減税 補 てん 24，706 442 1，756 

市 民 メ~ 館建設 96，158 1，718 6，833 

国 体 施 設 24，189 432 1，719 

救 左位指乏 土 木 5，840 104 415 

bロ. 計 935，955 16，124 66，511 

関円寸I市民税の住民負担状況の推移 9.03省

8.797f --r;; 
ノ 予づ

8，000-1 ιゴ じラ1 |す
一世帯当り

戸ごヨ 開/竺ユτr

市有財産総括表 (昭和45・3.31現在)

種 別!数 量[価 格

1施設 敷地 [1山 86m
千24円1.682，4 

2.建 物 99.040.82m2 1.425，528 

6，000-1 開/~ ~ ιj il 3.工作物 45件 168，698 

4.車 輔 102台 15，995 
一 人当り

I~シ-1a 同 関 間 5.機 械 器具 98台 9，268 
※ 44.45年度は

予算額 6.山林その他 5.719.789.64m2 509，654 
2，000 

7.基 金 2件 21. 026 

1，000 8.出 資 金 14件 10.634 

9.財 産権 1件 7 

芽!昭和

41年度 42 43 44 45 

dロh 計 3，843，234 

〈
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昭和45年 8月10日 昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

どさ警察特務;抑:害~i
大 村市告示第66号 、一

地方公営企業法第 40条の 2第 1項、並びに大村市

財政事情説明書の作成及び公表に関する条例第2条、

第 3条の定めるところにより、昭和44年度後期分(昭

和44年10月 1日から昭和45年 3月31日まで〉の市立病

院事業、市モーターボート競走事業、及び市水道事業

の動向及び財政事情ををつぎのとおり公表します。

1. 事業の概要

〆

昭和44年度下半期における入院及び外来の患者数は

別表1のとおりであり、前年度周期に比べ、入院患者

数において13.0%(延5.417人)の減、外来患者数にお

いて27.4%(延13.357人〉の減となっております。

このことは、耳鼻科、眼科、皮膚科の各医師が44年4

月-5月にかけて退識し、その後補充ができなかった

ことによるものであります。今後医師の確保により医

療体勢の充実強化をし経営の安定を期しております。

施設設備の整備につきましては、予定していた医療

器械等の整備事業が、企業債の年度末決定という不測

の事態により、翌年度繰越事業として、繰越されまし

た。然し、単独事業として、構内を簡易舗装し環境の

整備を図り、厨房棟の改良を行うとともに、救急重症

患者用の器械装置並びにデンシトメータークイック等

検査機器を整備し、科学的検査及び治療器械による診

療効果の促進を図っております。

2. 経理の概要

下半期における経理の状況は、別表 2のとおりであ

ります。その概要は次のとおりであり、昨年度につづ、

き29，598，858円の純損失が生じました。

収益的収入 347，504，040円

収益的支出 377，102，898円

差引純損失 ム 29，598，858円

別表 2 経 理 の

市

立

病

院

状

市政だよりおおむら
(5) 

資本的収入

資本的支出

差引不足額

37，450，000円

40，949，625円

ム 3，499，625円

3. 企業債及び一時借入金の現在高

昭和45年:3~用末の企業債及び一時借入金の総額は別

表 3、4のとおりであり、本年度中に支払済の企業債

償還利息は、 3，207，726円、一時借入金利息はι982，

883円となっております。

4. 昭和45年度予算の概要

昭和45年度におきましては医師を初めとした医療要

員の確保と患者サービスのための診療棟冷房装置施設

工事等、診療施設の改善、合理的充実整備を促進する

ことにしておりますが、当年度当初予算の概要は、次

のとおりであります.

収益的収入

収益的支出

差引

資本的収入

収益的支出

差引不足額

406，497千円

406，497千円

0千円

48，573千円

55，918千円

7，345千円
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-侃 (昭和45年 3月31日現在〕 単位千円

区 分 l 予 算額 I T~'AAfjWi I 翌年度
当初予算額|補正予算額i予航費支出額|流用増減額 l合 予算執行額 繰越額

収益J的収K 

第 1款 病院事業 収 益 314，808 48，243 363，051 347，504 。
第 1項医 業 収 益 307，706 19，310 327，01o 311，194 。
第 2項医業外 収 益 7，102 28，933 36，035 36，310 。

dEb2 • 計 314，808 48，243 347，504 。
収 同病院事業費用 [314 379，739 377，103 。
益 第 1項医業費用 306，057 64，688 370，745 368，409 。
自ヲ 第 2項医 業外費用 8，399 243 97 8，739 8，694 。
支 第 3項予備費 352 。ム 97 255 。
出

合計 314，808 64，931 oi 379，739 377，103 。
[塑支!日期間外費用

芥出i 第 1項期間外費用

円

え

口

内

べ
U

n
u
υ
n
u
u
 

n
h
U

れ

h
u

，
，
 

n
4
U
Qペ
U

3，693 

3，693 

3，243 

3，243 

。
。



(6) 市政だよりおおむら 昭和33年 4月22日第三種郵便物認可 昭和45年 8月10日

10，501 36，949 37，450 I 
。

本第1項 企 業債 5，500 4，500 10，000 o i 。
的 第 2項他会計からの補劫金 5，000 32，256 37，256 37，256 

収 第 3項固定資産売却代金 1 193 194 194 
入 合 計 10，501 36，949 47，450 37，450 。

第 1款 資本的支出 。 。 40，950 
資

第 1項建設 改良費 8，522 15，553 。 。24，075 7，444 16，630 
本

第 2項 企 業債償還金 3，941 3，565 I 。 。 7，506 7，506 。
自ち

第 3項 不一良時債借務入解金消返の還ため金の 5，000 21，000 。 。26，000 26，000 。
支

出 第 4項投 資 100 ム 100 。 。 。 。 。
d口:... 計 17，563 40，018 。57，581 40，950 16，630 

別表 3

i種

企業債明 細 書 (昭和45年 3月31日現在〕 単位千円

類 |発行年月日!発行総 額 出 雲 償還5償還長計 |未償還残高i発行価額 |利 率 |償還終期備 考 i

建融良費 1305Ml川 2，124 17，320 年6分5厘 47. 3.31 郵政省

グ 31.7.30 1 10，000 865 7，049 2，951 10，000 1/ 11 48. 3.31 大蔵省

が 32.3.30! 2，000 183 1， 600 400 2，000 年6分3厘 47. 3.31 郵政省

M 33. 3.31 5，000 ] 87 1， 522 3，478 5，000 年6分5厘 57. 2. 1 大蔵省

1/ 43. 3.30 6，000 509 509 5，491 6，000 λY λy 53. 3.31 • 1/ 

λY 43. 3.30 4，000 73 73 3，927 4，000 λY λY 68. 3. 1 11 

11 44. 3.31 13，900 233 233 13，667 13，900 11 λγ 69. 3. 1 〆/

// 44. 3.31 3，600 265 265 . 3，335 3，600 // /! 54. 3. 1 11 

λY 44. 3.31 17，500 3，067 3，067 14，433 17，500 11 11 49. 3. 1 11 

dロL 計 84，000 7，506 31，637 52，363 i 84，000 

別表 4 一時借入金明 細 書 (昭和45年 3且31日現在)

考前 年 度末 残高

千円

本年度中における ! 

借入残高最高額 ! 本 年度末残高 l 備

72，000 

千円l
90，000 

千円借入先

(株う 親和銀行大村支居
て株)十八銀行大村支庖

借入限度額は、

55，000千円
35，000千円

130，000千円

後三玄云長:Ei
(1) 事業の概況

駐車場も、昨年12月に全面的舗装が完成し、大衆皆

様の健全な娯楽の場と して、環境の整備に努めてまい

りました.

売上状況も12月1回、 2月に 1回の新記録をつくり 、

昭和44年の 1日平均売上は、 31，752，933円で、昨年度

の周期に比べ42.2r6の増でj噴調な発展をとげてまいり

ました。文、 44年度は、 日本万国樽覧会協賛特別レー

スを 8回開催し、収益金の22，325，666円を寄附しまし

た。

(2) 経理の状況

経理の状況は、別表 1のと おりですが、他会計への

操出金も、44年度の決算で、一般会計へ 218，400，000

円、 病院事業会計へ63，700，000円、 国民健康保険事業

特別会計へ14，000，000円、住宅団地造成事業特別会計

、へ10，190，000円、計 331，290，000円を繰出し市の財政

に貢献しております。

(3) 予算の概要

昭和45年度予算では、1日平均売上28，000千円を見

込み、一般会計への繰出金を 288，000千円計上しま し

た。予算の概要は次のとおりです。

収益的収入 4，352，609千円

収益的支出 3，900，072千円

差 引 452，537千円

資本的収入 1千円

資本的支出

差引不足額

445，925千円

445，924千円

月 別 売 上 し ら べ (単位千円〉

ト 月 一 上 高 山 別 |完 工局

44年10月 380，454 11 45年 1月 359，144
11 11月322，606 11 11 2月!山
11 12月 450，808 11 11 3月 460，650
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(単位

予算執行額

況状の理経

/ -‘，，&
P

ヲ，
乙‘E8
3

道水

一時金借入金の現在高

昭和45年 3月末日の企業債及び一時借入金は別表2.

3.のとおり です.

(4) 

企業債、

予算の概況

昭和45年度の予算の概要は次のとおり です。

収益的収入 122，787千円

収益的支出 122，787千円

差 引 O干円

資本的収入 22，544千円

資本的支出 38，251千円

差引不足額 15，707千円

(3) 事業の概況

水道事業は、清浄で豊富な水を供給し、公衆衛生と

還境の改善に寄与するために、企業の経済性の発揮に

努め、事業の運営に努力Lております。

市発展の施策のー還として給水区域の拡張と給水量

の増加を図るために昭和42年度より実施してまいりま

した第 5回拡張工事もほば完了し、昭和45年 3月末の

給水戸数は 9.379戸、普及率 75.2%となっております

経営面につきましては.43年度までの累積赤字4，40

2千円をか k え、 44年度はモーターボート競走事業会

計から 14.300千円の補助を受けたにもか、わらず人件

費や材料費などの上昇、拡張工事の起債元利償還など

により、依然として苦しい財政状態となっております

(1) ~ r 

¥¥、

イ，

-'‘、

経理の状況

経理については別表1のとおりですe

(2) 
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(別表1) 経 理 状 況の (昭和45年 3月31日現在) (単位千円)

区 A 分.I.J |I 当初予算額 |予追加増減額 |予備費算充当額|費目流用額額i合 計 il執予行 算額

第 1款水道 事 業収益 92，274 I 11，918 一 一 104，192 I 104，476 

第 1項 営 業収益 71，159 I 3，338 一 一 74，497 I 74，356 

第 2項営業外収益 21.115 I 8，580 I - I - I 29，695 I 30，120 ! 

合計 92，274 I 11，918 一一 104，192 I 104，476 1 

第 1款水道 事業費 用 92，274 山 18 ー | ー 104，192 I 1川 66

第 1項 営 業費 用 77，392 11，018 412 - I 88，823 89，920 
第 2項営業外費用 14，382 I 900 I 8 I - I 15，290 I -14，746 

第 3項予備 費 500 I 0 ム 420- - I 79 ー

合 計 92，274 I 11.918 I 0i - I 104，192 I 104，666 

| 予 算 額 |予算 !

区 分 |当初予算額 |追加増減額 i援 護霊毒 |予備費充当額|合 計 |執行額

第 1款資本 的収入 92，503 I 36，200 一 一 128，703 I 80，881 

第 1項 固定 資産 売却代 1 一 一 一 1 I 16 

第 2項 寄 附金 1 一 一 一 1 ー

第 3項工事負担金 1 一 一 一 1 I 165 

第 4項企業 債 89，000 I 29，000 I - I - I 118，000 I 70，000 

第 5項 他 会計補 助 金 3，500 I 7，200 I - I 10，700 I 10，700 

合 計 92，503 I 36，200 一一 128，703 I 80，881 

第 1項建設改良 費 98，838 37，200 一 一 136，038 I 87，784 

第 2項 企 業 債償 還 金 4，190 一 一 4，190 4，190 

第 3項予備 費 300 一 一 -I 300 - i 
合 計 103，328 37，200 - I 140，528 I 川 74

〈別表 2) ノ~i乙 業 債 明 細 書
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H
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ゲ
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重
一
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事

一
建

合計

大蔵省
資金運用部i

公営企業 ι

金融公庫 i

大蔵省
資金運用部
公営企業 ;
金融公庫 |

大長省 | 
資金運用部;

(別表 3) 一 時 借 入 金 の 概

ト前年度末残高|一 品 |本年度未残

12，000，000円 65，ooa，000円 10，000，000円

況
一副 備 考 |

借入先 ! 
(株)親和銀行大村支居 5，000，000円i
(株)十八銀行大村支居 5，000，000円i

借入限度額 100，肌00町
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